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	1 取組の経緯・内容
～予算決算～
・分割付託は原則不可との立場から、予算決算常任委員会を設置。令和4年3月から
・分科会方式　分科会メンバーは常任委員会と同様

・分科会では討論採決を実施せず。その後の委員会で実施。

・正副議長、各正副委員長の理事会において、常任委員会の運営方式を決める。

・総括質疑は取り入れていない。分科会以外の項目の質問が出来ないとの声があり、取り入れるよう意見があるが、本会議の質疑で機械は担保されているという事で取り入れていない。

・委員会の討論は本会議の討論と同じこととしないようにする。性質が違うという考え。

・議員は、分科会に所属する事項について質問を控えるという規定がある。

・歳入のみ事前通告制度。財政の質問がかぶるので担当職員の出席の関係上。

～新庁舎～
・旧庁舎は50年以上経過しており、現在の庁舎敷地内に建て替える方針を平成26年に決定。同時に基本構想を策定。平成28年、具体化した基本計画を策定。

・市民の意見は、28~29年のワーキングショップやパブコメの実施　基本構想（パブコメとアンケート）基本計画（パブコメ）実施設計（ワークショップ）と行い、最後のパブコメ、そして市民説明会という流れ、出された意見は温泉を作ってほしいなどと言う現実離れした意見の他はほぼ取り入れた（市民協働ゾーン）
・新本庁舎と附帯する形で市民協働ゾーンを建設（建設中の為視察できず）

・審議会には、議会の参加も求められ6人の議員が参加しているが、過去参加を拒否する会派も2つあった。

・地元業者をJVに入れる取組（幹事ではない）

2 今後の課題
～予算決算～
・審査サイクル、決算の事業評価など、研究中との事。
・所属委員会に関する質問を控える事などは行うべきではない（何の根拠もない）

・総括質疑をやめる事で、本会議質疑の活性化につながっていない。

～新庁舎～

・場所の決定の前に、建て替えが本当に必要かどうかの段階から市民の意見を汲むべきと考える。

・本庁舎80億と言っていたが、安い（総事業費なのだろうか）
3 本市に反映できると思われる点
・補正予算は分割せず予算委員会付託にしていたが、本市も検討すべき。（予算委員会ありきではないが、原則はそうだと思う）

・総括質疑は、事前通告制度（3日間の質疑で何が問題となったかを示したものを明らかにした内容にすべき）も検討すべき。
・市民協働ゾーンという形を作り、市民の公募により施設を作るのは一つの手法であると思う。
4 その他（感想、意見）



